
◆説 明（出前授業に至った経緯や目的等）
① （有）レイブプロジェクト代表 請川 博一 様
② 更別農業高校農業科 原 義幸 教諭

◆講演（授業）の見学
・対象学級：農業科２年（14名）
・内 容：「道東圏域での大規模畑作によるドローンを活用した農薬散布の実際」
・講演者：（有）レイブプロジェクト代表 請川 博一 様

◆テーマ別協議（進行：北海道教育庁学校教育局高校教育課 産学連携コーディネーター 月館 海斗）
【協議テーマ】
Ａ 地域の“働き手不足”に学校と企業がどう応えるのか
Ｂ 変化する“地域産業”に対応できる人材をどう育てるのか
Ｃ 産業界との協働を通して地域への愛着や誇りをどう醸成するのか

北の専門高校ONE-TEAMプロジェクト

「ONE-TEAMフォーラム(道東)」
フォーラムレポート 令和７年10月31日（金）開催

参加者の声

▶ 様々な企業、学科の先生方から情報を提供いただき、有意義なフォーラムとなった。（専門高校教員）
▶ 今後は、地域企業との協働を通じて、生徒が社会で活躍する姿を具体的にイメージできるような学びを
実践してみたいと感じた。（専門高校教員）

▶ こうしたイベントの取組は素晴らしいと感じた。農業高校の授業を見ながら、学校の取組についても理
解が深まった。（企業関係者）

▶ 本プロジェクトへ多くの地元企業が参加することや、中学校を巻き込んだ取組を行うことが必要だと感
じた。（経済団体関係者）

フォーラムの内容

＜連携について説明する請川様(左)と原教諭(右)＞

【アンケート結果（一部）】

更別農業高校を会場に、産業界関係者と専門高校の教員が意見交換等を実施し、産学連携の意義等
について理解を深めるイベント「ONE-TEAMフォーラム（道東）」を開催しました。

産業界等の関係者12名、道東地域の高校教員27名の合わせて39名に参加いただきました。ここでは、
本セミナーの実施状況を紹介しますので参考にしてください。

＜高校教員と産業界関係者による活発な協議＞ ＜月館コーディネーターによる協議のまとめ＞

＜出前授業を見学する参加者＞＜ドローン活用についての出前授業＞


